














平成19年４月	 環境デザイン学科を建築・環境デザイン学科に改称
	 （ものデザイン学科／視覚デザイン学科／建築・環境デザイン学科） 
平成21年４月	 �造形学部に美術・工芸学科を開設、ものデザイン学科を改組し、プロダク

トデザイン学科を設置、4学科体制に
	 （�プロダクトデザイン学科／視覚デザイン学科／美術・工芸学科／建築・環

境デザイン学科）

1-6　キャンパスが教材

　長岡造形大学は、学生生活をおくる環境のすべてをデザインの教材としてとらえ、デザイ
ンを学ぶ上で理想的な環境を追求しています。建物の構造、学内のインテリアや照明、庭の
風景等、キャンパスそのものがデザインにあふれています。学生生活を送る長岡造形大学の
キャンパスで、デザインのヒントをたくさん見つけてください。
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2-1　教育の目標

ディプロマポリシー（学位授与の方針）
　建学の理念に基づき、「造形を通して真の人間的豊かさを探求し、社会に還元できる人材
を養成する」ことを目標としたカリキュラムを習得することが基準となります。高度な造形
力を基盤としながら、社会の要請を的確に認識し、さまざまな課題に対して創造的な解決策
を提示するとともに、豊かに表現できる能力を兼ね備えた人材になり得たものに対して学位
を授与するものです。

2-2　教育課程の特色と内容

カリキュラムポリシー（教育課程の編成方針）
１．�本学の教育課程（カリキュラム）は、デザインに関心を抱く学生を広く受け入れ、全て

のデザイン分野に共通して求められる基礎教育と幅広い教養教育を土台としながら、実践
的な専門教育を行い、専門家としての能力を養成することを目的として構成されています。

２．�他分野の専門教育科目を履修できる環境を整備することで、デザインに関して幅広い視
野から俯瞰的に社会全体を掴み考察することのできる人材を養成するカリキュラムとなっ
ています。

３．�豊かな地域環境を活かし、様々な協働のプロジェクトを実施することでデザインの社会
的役割を実感するカリキュラムも並行して準備しています。

平成21年度以降入学者カリキュラムの教育課程2

洞察力 分析力

構想力 企画力

表現力 総合力

クリエーターの育成

次代を創造する
　デザインマインドの確立

コーディネーターの育成

確かな人間理解の上に立って
　人々の真の欲求を予見する

創造的な感情によって
　新しい概念を創出する

高い知性と技術によって
　豊かな造形として具現化する

高感度な情報の把握によって
　新しい社会の価値観を予測する

豊かな発想によって
　新しい生活形態を提案する

実践的な知識と手法によって
　デザインをマネージメントする
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　教育課程の構成
　教育課程は、次のように区分された科目で構成されています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　教養科目　　　　　言語系
　　　　　　　　　　社会・歴史系
　　　　　　　　　　芸術・文化系
　　　　　　　　　　自然・身体系
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　専門教育科目　　　学部共通専門教育科目
　　　　　　　　　　学科共通専門教育科目
　　　　　　　　　　コース別専門教育科目
　　　　　　　　　　卒業研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2-3　履修コース

●プロダクトデザイン学科
　プロダクトデザイン学科では、家電製品、自動車、家具、日用品、衣服など私たちの身の
周りにあるものから、産業機械などの機器・設備にいたるまで、幅広い分野のモノのデザイ
ンを学びます。プロダクトデザインとはカタチや機能だけではなく、そのモノのあり方や人
や社会との関わり、他のモノとの関係性まで考え提案すること。細部へのこだわりに加え、
幅広い視野も重要になります。プロダクトデザイン学科では実習・演習中心の授業やマン
ツーマンの指導を通じて「問題を発見する力」「具体的な答えを構築する力」「わかりやす
く提案する力」を育成し、プロのデザイナーとしてスタートできる能力を培っていきます。

プロダクトデザインコース
　家電製品、情報機器、産業機械、福祉･医療機器、住宅設備機器などのプロダクト全般を
対象とします。電気的なメカニズムを内包したプロダクトが中心となるため、この領域では
複合的な機能を有し複雑な操作を要求するものが増えています。したがって、ユーザーと機
器とのインターフェースが非常に重要になっています。プロダクトデザインコースでは通常
の立体のデザインに加えてインターフェースデザインも体系的に学修していきます。

トランスポーテーションデザインコース
　自動車、バイク、自転車、鉄道車両、航空機、船舶、ロボットなどあらゆる乗り物、動く
もののデザインを手がけます。高速で移動するものには独自の美があり、また、手法におい
ても通常のプロダクトとは異なる面があります。また、環境面からも経済面からも我々の生
活に大きな影響を与える分野でもあります。子どもの多くが一度は自動車、鉄道などの乗り
物に強い憧れを抱く様に、この分野は多くのプロダクトの中でも特別な魅力と個性がありま
す。

リビングデザインコース
　生活雑貨、照明器具、家具、食器、カトラリー、台所用品など日常の生活空間を彩る様々
なインテリア用品をデザインの対象とします。我々の生活の最も身近なところにあり、多く
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の人がこれらのアイテムに対しデザインの良し悪し、好き嫌いを感じたことがあるはずです。
家具製作や、カトラリーなど素材･加工技術とカタチとの関係が深い分野でもあり、プロダ
クトの中ではクラフトデザイン的な要素が濃い領域でもあります。

ファッションプロダクトデザインコース
　ウエアをはじめとして、バッグ、ポーチ、帽子などプロダクトデザインとファッションデ
ザインの両領域にまたがる様なアイテムを対象とします。拡大を続けるこの領域のプロダク
トは道具であると同時に装身具でもあり、人が身につけて完結するデザイン、つまり人を魅
力的に見せることが求められる分野でもあります。また作り方においては、ファブリック･
革など柔軟な素材をパーツ毎に縫い合わせて作るものが多いのも特徴です。

●視覚デザイン学科
　視覚デザイン学科ではヴィジュアル（目に見えるもの）デザインを中心に学びます。例え
ば新聞、雑誌広告やポスターのデザイン、本の編集、パッケージデザイン、そして企業等
のマークデザイン。また写真やアニメーションからコマーシャル制作等の写真・映像表現、
ウェブデザインから今や世界中から注目されているマンガまで、その領域は大きく広がり、
表現手法も多彩になっています。しかしこうした流れの中にあっても、大切なものはただ１
つ「アイデア」であることには変わりはありません。視覚デザイン学科では「ひらめき」と
「ひらめきを押し広げる想像力」さらにそれらを「具体化するオリジナルな創造力」をバラ
ンスよく身につけ、社会と人へ新しいコミュニケーションを提案するデザイナーを育成しま
す。

ヴィジュアルデザインコース
　街に氾濫するポスターや電車内の吊り広告、チラシやパンフレット、ブックデザイン、企
業やブランドのマーク、キャラクター、案内のサイン・・・などなど、私たちの暮らしの中
にヴィジュアルデザインは溢れています。それらは視覚を通して私たちに様々な情報やメッ
セージを発信し、私たちを行動へと導きます。そしてそれらの行動によって、人と人、人と
モノとの関係が生まれ、社会が動きます。それほどまでに視覚コミュニケーションは、私た
ちの社会にとって重要な役割を果たしているものなのです。ヴィジュアルデザインコースは、
未来の視覚コミュニケーションを担うデザイナーを育成するコースです。鉛筆で描くことか
らコンピュータを使っての表現まで、実社会で活躍する各専門分野の教員が、学生一人ひと
りの感性を磨き、伸ばしていきます。

写真・映像コース
　写真分野では、イメージやメッセージを伝える表現手段としての写真を学びます。デジタ
ル時代に即した、デジタルカメラでの撮影、コンピュータによる画像処理、プリンタでの出
力を経験します。写真集制作や写真展の開催等を通して、写真だから表現できるもの、写真
でしか表現できないものを追及します。その一方で、ヴィジュアルデザインの中での写真の
役割、表現も考えていきます。そのため、広告やグラフィックデザインを通した写真も表現
していきます。授業はアナログとデジタル、芸術作品としての写真とヴィジュアルデザイン
の中での写真、それぞれのバランスを考えながら進められます。映像分野では、学生各自の
アイデアを発展させると共に、絵コンテでの撮影内容の発表に始まり、撮影から、映像編
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集、音楽編集、視覚効果、タイトルデザイン、音デザイン、ナレーションなどと言ったポス
トプロダクションまで、映像作業に必要なテクニックのすべてを、このコースで学ぶことが
できます。これらの技術の基礎をマスターしながら、映像の歴史を反映した、特にオリジナ
リティを持った現代の表現を見つけるための教育も大切にします。

デジタルデザインコース
　デジタルデザインコースではウェブデザイン、アニメーション、コンピュータを使ったグ
ラフィックデザインについて学びます。ただ道具としてコンピュータを使うのではなく、コ
ンピュータをメディアとして活用するための手法について学び、作品制作に取り組みます。
基礎となるアプリケーションソフトの基本練習から作品制作へと発展させていきます。また
コンピュータの仕組みを学び、それを応用した作品へとつなげます。これはウェブやグラ
フィックだけでなくインターフェースといった分野へと発展します。

マンガコース
　マンガコースは、今や国際語となった「MANGA（マンガ）」を学ぶコースです。風刺画
に代表される１コママンガから、劇画やストーリーマンガ、そしてマンガプロデューサーや
編集者、批評家、研究者などをも視野に入れた幅広い教育を行います。「マンガ好きを、単
なるマンガ好きで終わらせない。」という想いから、基礎的なデッサン力の養成からストー
リーテリング、作画、そしてマンガを見極める力までをも身に付けた、真の「マンガオタ
ク」の養成を目指します。

●美術・工芸学科
　美術・工芸学科では、アートとクラフトの新たな表現の可能性を目指します。絵画、彫刻、
工芸の各専門領域の基礎カリキュラムを横断的・並行的に学び、既存の領域間の壁を取り払
い、各領域においての素材・技法・表現手法の理解と融合を図り、これにより柔軟な発想と
独創的な創作研究の深化を目的とした造形教育を行います。またデザインコミュニケーショ
ンの視点による多様な社会環境での、人とモノとの関係性、計画・提案から造形表現までを
も学びます。幅広い知識と能力を兼ね備え、社会に対して独自のメッセージを多彩な表現力
により発信するアーティスト、デザイナー、また、教員、学芸員など、実社会の様々な分野
で活躍・貢献する人材の輩出を目的とします。

絵画コース
　絵画コースでは、描画表現（素描・油彩）と版表現（銅版画・スクリーンプリント）を美
術表現のベースとして学びます。各自の興味のあることとは何かについて考え、作品制作の
試行錯誤を行い、創作観を深めて行きます。その繰り返しの中から、揺るぎない独創性の発
見と制作の目的を明らかにしていきます。一個人の発想が作品となり、その作品には多くの
人に影響を与えるほどの様々な魅力や可能性が備わっています。柔軟な発想力と多彩な表現
力を身につけ、社会の様々な分野で活躍する人材の育成を目的とします。

彫刻コース
　彫刻コースでは、自由な発想と表現の可能性を見い出しながら、すべてに共通する「もの
づくり」の原点とそれを現実化する方法論をトータルに探っていきます。形・量塊・構造・
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空間など造形の基本要素への理解を深め、粘土や木をはじめとする自然素材とその表現技法
を学びながら各自の視点や考えを明らかにしていくことをベースに、新しい素材も含め、自
分独自の感性を発揮できる素材と表現を模索していきます。彫刻コースは、自由でオリジナ
リティーある造形表現を社会に向けて発信できる感性と実行力を身につけ、より豊かで魅力
的な価値観を創造できる人材育成を目指します。

金属工芸コース
　金属工芸は、金属素材そのものを扱い、各自の感性、そして確かな技法を融合することで
カタチを生み出します。その主要分野であるジュエリー（彫金）・鍛金・鋳金がそろった全
国でも数少ない大学のひとつです。各分野の専門工房には充実した設備と環境を整え、学生
一人ひとりが目指す各自の表現に即した内容を、それぞれの専任教員がきめ細かく指導を行
います。この恵まれた環境で行われる演習等で、人から人へのぬくもりや感動を伝える工芸
特有の造形感を「もの」を創ることで実践します。将来実社会の様々な専門分野で活躍する
ための独創性、表現力、造形力を磨きあげていき、確かな造形基盤に成り立つ人材の育成を
目指します。

テキスタイルコース
　ファッションに関わる布（服地、着尺、下着、バッグ、ベルト、アクセサリー、スカーフ、
靴、傘、風呂敷等）や室内空間に関わる布（カーテン、カーペット、椅子張り、壁紙、タオ
ル、寝具、食卓周りの布、かご等）やスポーツ・レジャー用品、アートワーク（タペスト
リー、ソフトスカルプチュア）など、糸、布、繊維その他のソフトな素材を使って、社会の
ニーズに適応したテキスタイルのデザインから制作までを学ぶことができます。そのための
実力ある教員と充実した設備が皆さんを待っています。

ガラス工芸コース
　現代の急激な科学的進歩、モノづくりというきわめてシンプルな行為が、大量消費・大量
生産社会を生み出し、人類への恩恵になるはずの結果が、今や全地球規模での環境破綻に大
きく変貌しています。この不安定な時代背景の中、私たちは、もう一度モノを作る行為を見
直す大事な時に来ています。 ガラス工芸コースでは、充実した工房設備を利用し、手で作
ることの喜びや技術修得を通し、生活に関わるものだけではなく、造形表現を幅広く捉える
事で、21世紀を生きていく1人として各個の表現を模索する力を養います。授業では環境の
視点で考えたリサイクルガラスの使用による作品制作を含め、これからの社会活動の中で新
しい提案や価値観として役立つ力を身につける事を目的としています。

●建築・環境デザイン学科
　建築・環境デザイン学科では、人を取り巻く空間と環境のデザインを学びます。対応する
分野は幅広く、インテリア、生活空間からコミュニティー空間、文化財の保存、まちづく
り・都市計画等のビッグプロジェクトまで多彩。社会的な意義を実感できるデザイン領域と
いえます。50年100年と評価を受け続ける建物や都市、ランドスケープを手がける醍醐味も
魅力です。人や社会からの視点、自然や環境からの視点、この両視点からのデザインが求めら
れ、考え方もアプローチも手法もさまざまです。建築・環境デザイン学科では、多様な考え方
を個性として捉えて伸ばし、時代が求める豊かなハートを持ったデザイナーを育成します｡
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建築デザインコース
　エンジニアリング（工学）中心の教育からデザインに立脚した建築教育へ。現場のニーズ
を重視することが建築デザインコースの大きな特色です。都市建築だけでなく地方にマッチ
した建築を学ぶことで、活躍するエリアを選ばない人材を育成します。また、地域の独自性
を重視した演習を行いながら、他分野も横断的に学べるカリキュラムを設定。環境や状況
に応じて柔軟な対応ができるよう多彩な知識と技術を身につけていけます。建築CGシミュ
レーション、ムービーなどを積極的に取り入れた講義がなされ、一級建築士受験資格の取得
をはじめ、その他の専門家への道も同時に追求することができます。

インテリアデザインコース
　素敵な暮らしをデザインしたい。そのためには家のインテリアをデザインする。ショップ
のインテリアをデザインする。ロハス（LOHAS:Lifestyles Of Health And Sustainability）
なライフスタイルを実現できるように、「もの」と「空間」をコーディネートする。インテ
リアデザインコースは、こうした社会のニーズにこたえるインテリアデザイナーを養成しま
す。しかも家政系大学のインテリア学科と異なり、一級建築士の受験資格が取得できます。

ランドスケープデザインコース
　広く自然や環境という視点で空間のあり方を探求し、都市空間ばかりではなく農村空間や
山間地など快適で美しい空間をデザインする手法を学びます。私たちが生活しているこの地
球は人間だけのものではありません。人間が快適に生活できる環境ということは、人間を含
めた全ての生物にとって快適な環境であることが必要です。そのためには建築や土木、都市
計画、環境といった各種チームとのコラボレーションのもとに、様々なオープンスペースや
緑地環境をデザインしていかなければなりません。このコースは「生き物」「多様性」「持
続性」といったことをキーワードに、長岡のすばらしい環境を実際に体験しながら、また他
のコースとも連携しながら主として外部空間のデザインを学ぶコースです。
　一級建築士受験資格の取得をはじめ、その他の専門家への道も同時に追求することができ
ます。

都市計画・まちづくりコース
　一つの建築ではなく建築の集合体としての街並みなどをデザインする。単に住まうだけで
なく、働き、集い、賑わって、持続していく「まち」を造っていく。都市計画・まちづくり
コースは、建築教育をベースにより大きく総合的な空間を計画し、設計し、活動します。実
際のまちづくり・まちおこしの現場の見学や実習など、実践的カリキュラムを用意していま
す。地方都市・長岡だからこそ学べる専門分野。もちろん一級建築士受験資格の取得をはじ
め、その他の専門家への道も同時に追求することができます。

文化財建造物保存コース
　歴史的建造物を通して、先人が築いてきた文化を深く理解し、その継承と保存について建
造物をテーマに考え研究することがこのコースの目的です。近年、各地では古くからある町
並みを活かしたまちづくりが盛んに試みられ、伝統建築や近代建築、産業遺産なども、都市
やまちのシンボルとして注目されるようになってきました。歴史的建造物の保存を取り巻く
社会環境は、大きく広く変化をみせています。それらに関わる活動には、文化財行政に携わ
る人、修復の専門家、伝統技術をもった職人、建築の歴史をさぐり保存を考える研究者など、
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さまざまな人材が必要です。このコースでは、それらの人材育成のための基礎教育を専門的
に身に付けながら、同時に社会一般で必要となる一級建築士受験資格や学芸員資格などを取
得できる課程も学びます。

遺跡整備コース
　各地に歴史的に意味を持つ遺跡が残っていますが、放置されたまま破壊されてしまうもの
も多いのが実態です。そのため、地域の歴史を伝える遺跡を保存活用することによって、よ
り豊かな生活環境を形成していくことが重要で、遺跡整備の専門家が求められています。本
コースはこうした社会的要請に応えられる専門家を養成するコースです。１・２年次に遺跡
整備に関する考察を深めるため、実習や講義を通して地元の身近な遺跡や世界各地の歴史遺
産を理解します。第３学年では演習を通して、古墳・住居跡・城郭跡などの事例を実際に見
学し、整備方法も合わせて学習します。第４学年では演習と卒業研究で、各自が重要だと思
う身近な遺跡について、その歴史と変遷を調べ、保存整備の方法を体得します。
　一級建築士受験資格の取得をはじめ、その他の専門家への道も同時に追求することができ
ます。

履修コース分け

　平成24年度の履修コース分けの方法や時期は次のとおりです。

志望調査時期	 	 第１学年／４月　　第２学年／４月

履修コースの申請時期	 第２学年／12月～１月

配属時期	 	 第３学年／４月

履修コースの決定
　履修コースの決定は、学生本人の志望を尊重しますが、施設・設備、教員配置等の制約も
あるため、志望者数に大きな偏りが生じる場合には、履修実績等を加味して決定します。
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